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１．検討内容

• 無人航空機（UAV）を活用した河川巡視・点検の実装とレベル3.5飛行を実現するための運用実証やそれらに必要なシステムモ
デルを構築することを目的とする。

【河川巡視・点検の将来像の整理】
将来の河川巡視・点検のあり方について検討する。

 ・将来の河川巡視・点検のあり方（将来像）の検討
 ・必要な情報、情報収集の手法、頻度等
 ・河川巡視・点検改革アクションプラン策定

【河川上空利用に向けた検討】
河川上空の円滑利用に必要な情報を整
理し、それに対応した河川巡視アプリケー
ションを検討する。
 ・飛行管理者に向けた提供情報の検討
 （運行管理システムへ掲載する情報の整理）
 ・河川巡視アプリの開発

【UAV自立飛行のための通信仕様策定】
UAV自立飛行（飛行レベル3.5）のための通信仕様（SRS※）を策定する。

 ・対応周波数帯の検討
 ・通信仕様（自営回線網 or 事業者回線）の整理

【河川管理用UAVに求める標準仕様策定】
UAVを活用した河川巡視・点検の実装に必要な機体や搭載センサの標準仕
様を検討する。
 ・適用可能性の検討
 ・無人航空機（UAV）の仕様検討
 ・搭載センサの検討

UAVを用いた
河川巡視・点検

＜将来イメージ＞＜現在イメージ＞

車両による河川巡視 UAVによる河川巡視

＜UAV自立飛行のための通信環境イメージ＞

＜UAV機体・搭載センサイメージ＞

※SRS（Smart River Spot）：河川空間内における安定した高速通信を実現する回線網

＜河川巡視アプリ＞

河川巡視・点検の
将来像の整理

河川管理用UAVに
求める標準仕様策定

河川上空利用に
向けた検討

UAV自立飛行の
ための通信環境の

仕様策定

第１回検討会
審議対象

第１回検討会
参考資料
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２．検討スケジュール

• 令和8年度より、各地整においてレベル3.5飛行による河川巡視を約10km区間で実装することを目標とする。
⇒KPI:約100km（9地整×1河川以上×10km以上）

• 令和6～7年度にて、河川管理用UAVの実証試験および実用化試験を実施する。

令和5年度
令和6年度 令和7年度

令和8年度
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

検討会

河川巡視・点検
の将来像の整理

河川管理用UAVに
求める標準仕様策定

河川上空利用に
向けた検討

UAV自立飛行のための
通信仕様策定

デジタルライフライン
全国総合整備計画

関連項目

通信仕様策定

・上空および地上の使用周波数帯の検討
・通信仕様の整理

将来像の
整理

必要な情報、情報収集の手法、頻度等の整理
河川巡視・点検改革
アクションプラン策定

ここで、実証試験、実用化試験は以下と定義する。
※１ 実証試験：センサー試験等で、異常・変状が確認できるか飛行レベル2,3で実施する。（9水系）
※２ 実用化試験：現場実装に向けて飛行レベル3.5で実施する。（2水系）

実用化試験※2

目的[3]:2水系

河川巡視アプリ開発

飛行管理者に向けた提供情報の検討
（運行管理システムへ掲載する情報の整理）

アプリ
要件定義

UTM
要件定義

標準仕様
作成

先行地域（浜松市）

・レベル3.5飛行を想定

順次地域の拡大

100km
実装

SRS整備:100km

実証試験※1

目的[1]:９水系、目的[2] :９水系

標準仕様
作成長距離UAVの候補機体の選定

搭載センサの検討

小型UAV
仕様検討
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３．ドローンを活用した河川巡視ユースケース（現状）

（１）現状：約5.5時間

データの動き 人為・手動にて
写真撮影/記録
（必要に応じ計測）

または、出張所へ
データ持ち帰り

出張所

RiMaDIS（リマディス）

カメラの動き

一連区間における日々の車両巡視（パト車）

２名体制（巡視現場）

※ 異常を確認した場合、
下車してデジカメ撮影/記録
（必要に応じ計測・注意喚起措置など）

巡視日報

■課題点／
・人為主体、少人数体制等に起因し、時間と労力を要する。
・危険を伴う接近困難箇所での対応、些末な異常の記録作成、等に時間を費やす。
・目視主体であり、微細変状、河岸状態、河道動態（洗堀・堆積、再繁茂など）の把握が困難。

■近年の新たな取り組み／
・UAV活用による写真・映像・点群等の取得と活用を、多くの水系で推進・試行中。
・AI学習に使える写真データの蓄積を、一部で推進・試行中。

巡視区間
（L＝約４０km/日）

不法投棄

放置車両

違法行為等 施設状況等 空間利用 自然環境

●●●●

接近困難箇所

人の動き

樹木繁茂

許可工作物
（橋台・橋脚）

河岸浸食・洗堀

RiMaDIS端末にて
現場にて記録を登録

砂州消長

河川監理員 河川巡視員 運転者

河川巡視員
を指揮監督

確認・承認

堤防天端・高水敷等

パトロール車・徒歩→写真・記録整理→帳票入力
外業：4時間 内業1.5時間
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３．ドローンを活用した河川巡視ユースケース（将来）

（２）将来の理想像（R11～予定）：約3時間

・連続取得、自動格納、画像処理やAI
適用を実装。
・依然、経験に基づく人的介入は必要。

SRSを通じてクラウド
にリアルタイム画像保存

出張所等

⇒RiMaDIS
への登録

カメラ・センサー類の動き

巡視日報等
所定様式への集約

巡視区間
（L＝約４０km/日）

・違法行為
・施設状況
・空間利用
・自然環境

●●●●

人の動き

堤防・河道の上空
離発着・自動航行

要請を踏まえた局所の車両巡視（パト車）

※ 異常を確認した場合、
下車してデジカメ撮影/記録
（必要に応じ計測・注意喚起措置など）

※ 可搬UAV等を活用し、記録作成や報告をサポート
（危険箇所への接近・撮影、遠隔臨場等）

AI異常
検出

離発着操作 データ確認 対応検討
⇒必要な場合

出動要請

河川巡視員 運転者

不法投棄

自動航行UAVにて
自動連続撮影/記録

クラウドに
データ格納 必要な画像処理（※）等を経て

データ確認、AIによる異常検出
（※）VIS（強調画像処理）等

３D管内図

巡視点検記録と３Dモデルのリンク
AIで自動抽出した変状記録を確認後、３D
モデルに登録し、データの蓄積、閲覧

必要な場合、
車両による巡視等の
結果にて補完

出動頻度の軽減、省力化等

●

確認・承認

データの動き

要請に応じた巡回

レベル3.5→レベル4飛行→リアルタイムクラウド保存→AI異常抽出（通報）→自動帳票
2時間 1時間

通信設備
Smart River Spot

レベル3.5飛行
レベル4飛行
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３．ドローンを活用した河川巡視ユースケース（Ｒ８～）

・連続取得データ
のリアルタイム確認

■暫定AIにより異常と思
われる箇所表示
⇒巡視員により異常判断

出張所等

カメラ・センサー類の動き

巡視区間
（L＝約４０km/日）

・違法行為
・施設状況
・空間利用
・自然環境

●●●●

人の動き

河道の上空
離発着場所から

航行

河川監理員 河川巡視員

不法投棄

自動航行UAVにて
自動連続撮影/記録 クラウドに

データ格納

必要な画像処理技術の適用、AI
による異常検出に向けた教師
データとして蓄積して利用、など

３D管内図

巡視点検記録と３Dモデルのリンク
変状記録等を３Dモデルに登録し、データ
の蓄積、閲覧、など

必要な場合、
車両による巡視等の
結果にて補完

（３）当面の姿（R8～実施）：約3.5時間

河川巡視員
を指揮監督

運転者
UAV操作者

記録データ
の事後確認

確認・記録

・頻度を減じた平時巡視
・要請に応じた出動

・頻度を減じた平時巡視
・要請に応じた巡回

河岸侵食・洗堀

⇒RiMaDIS
への登録

巡視日報等
所定様式への集約

確認・承認

接近困難箇所

→格納後の確認

連続取得データを
手動で格納、
蓄積して利用。

データの動き

●

UAV代替にて、
・目視では見逃していた重要事項の検知
・巡視作業の合理化
（頻度の縮減、時短、危険作業の回避など）

要請を踏まえた局所の車両巡視（パト車）

※ 異常を確認した場合、
下車してデジカメ撮影/記録
（必要に応じ計測・注意喚起措置など）

※ 可搬UAV等を活用し、記録作成や報告をサポート
（危険箇所への接近・撮影、遠隔臨場等）

レベル3.5飛行→手動クラウドアップ→暫定AI＋巡視員確認→帳票入力
2時間 1.5時間

通信設備
Smart River Spot

レベル3.5飛行
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民間の機体開発等及び通信環境整備の状況を考慮し、３ステップの段階的な実装を目指す。
• STEP1：令和8年度にはレベル3.5飛行による河川巡視・点検を全国で100km（9地整×1河川以上×10km以上）実装させる。
• STEP2：令和11年度頃から段階的拡大期間、STEP3：令和16年度には、全国直轄管理区間全てにおいて、レベル4飛行による河川巡視・点検を実装させる。

４．段階的実装に向けたロードマップ（案）

STEP1 STEP2 STEP3

令和8年度

河川巡視・点検共通事項

河道内を対象としたUAVを活用した
河川巡視・点検の実施

堤防等河川管理施設を対象としたUAV
を活用した河川巡視・点検の実施

すべての河川区域を対象としたUAV
を活用した河川巡視・点検の実施

UAV飛行エリア
河川巡視：河道+飛行で写るエリア
点検：河道+護岸・遊水地※

※遊水地は利活用がない範囲が対象

左記+堤防（２号地） 左記+河川区域全般（河川管理施設全般）

AIの活用

レベル3.5飛行可能なエリアが対象 レベル3.5⇒レベル4飛行可能なエリアへ順次拡大

令和11年度（予定） 令和16年度（予定）

暫定AI異常検出（巡視・点検項目の一部） 改良・対象項目の拡張（技術進展による）

AIによる異常検出が可能となる
よう教師データを蓄積

人の動き

巡視記録の作成（RiMaDIS

等）

＜外業＞
• 車両等による河川巡視（河川巡視員・運転者）1巡/週
• UAVによる河川巡視（UAV操縦者）1巡/週

＜内業＞
• 暫定AIの確認・巡視記録の作成（河川巡視員）

<外業>
• UAVによる河川巡視（UAV操縦者）2巡/週
• 必要に応じて異常箇所の車両等による河川巡視（河川巡視員・運転者）

＜内業＞
• UAV巡視結果及び巡視記録の確認

出動頻度の軽減、省力化

SRSの整備状況

100km～３，８００整備 3,800～10,000km整備 10,000ｋｍ整備（全国直轄管理区間全て）

RiMaDIS+河川巡視アプリの活用 RiMaDIS+河川巡視アプリの活用（一次スクリーニングの対象拡大）

河川巡視アプリを活用した巡視記録の作成
①一次スクリーニング箇所の静止画と位置情報を自動切り出し
②記録様式に必要事項の入力・切り出し画像の貼付け
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５．R8～河川巡視・点検範囲・内容（レベル3.5飛行）

中・下流域

堤内地
（堤防の住居側） 堤外地

堤内地
（堤防の住居側）

計画高水位

低水位

河
川
区
域
界

河
川
区
域
界

高水敷

天端
小段

2号地 3号地 1号地 3号地 2号地

高水敷

堤内地
（堤防の住居側） 堤外地

堤内地
（堤防の住居側）

計画高水位

低水位

河
川
区
域
界

河
川
区
域
界

2号地 1号地 2号地

ドローン飛行範囲

ドローン飛行範囲

飛行
範囲

行為
カメラ
方向

データ
取得
範囲

対象

１
号
地

河川
巡視

進行 ① • 河道

横向き
90°

②

• 土堤
• 低水護岸、
水制等の水
際

点検

進行 ①
• 河道
• 堰、床止め
等

横向き
90°

②

• 土堤
• 低水護岸、
水制等の水
際

上流域

飛行
範囲

行為
カメラ
方向

データ
取得
範囲

対象

１
号
地

河川
巡視

進行 ① • 河道

横向き
90°

②

• 土堤
• 高水敷
• 低水護岸、水
制等の水際

点検

進行 ①
• 河道
• 堰、床止め等

横向き
90°

②

• 土堤
• 高水敷
• 低水護岸、水
制等の水際

ドローンによるデータ取得範囲①（カメラ進行方向）
ドローンによるデータ取得範囲②（カメラ横向き90°方向）

ドローンによるデータ取得範囲①（カメラ進行方向）
ドローンによるデータ取得範囲②（カメラ横向き90°方向）

※データ取得範囲は川幅によって異なる。
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